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令和5年度決算

一般会計決算の内訳

令和５年度のトピックス

●�町の３大イベント（町民納涼まつり・町民レガッタ・文化産業
まつり）の再開

●町長ハラスメント問題の発覚
●太陽わごうこども園での不適切保育問題

賛成 13、反対１で認定

町長ハラスメント問題
民間移行直後の保育園での不適切保育

影響と対策は！

祭

歳入決算額
158億1109万円

 （100％）

一般会計歳入決算額、構成比

町税
71億5771万円

町税
71億5771万円
（45.3%）

国庫支出金
23億649万円
国庫支出金
23億649万円
（14.6%）

地方交付税
11億9454万円
地方交付税

11億9454万円
（7.6%）

県支出金
11億3298万円
県支出金

11億3298万円
（7.2%）

繰入金
10億5011万円

繰入金
10億5011万円
（6.6%）

地方消費税交付金
10億3629万円
地方消費税交付金
10億3629万円
（6.6%）

その他9億4860万円（5.9%）

諸収入
4億3297万円（2.7%）

（千円以下四捨五入）

町債
5億5140万円
（3.5%）

歳出決算額
150億8526万円
（100％）

一般会計歳出決算額、構成比

62億9034万円
民生費

62億9034万円
(41.7%)

19億6952万円
総務費

19億6952万円
(13.1%)

18億7481万円
教育費

18億7481万円
(12.4%)

16億12万円
衛生費

16億12万円
(10.6%)

11億5215万円
土木費

11億5215万円
(7.6%)

その他
6億4390万円(4.3%)

消防費
6億7916万円(4.5%)

公債費
8億7527万円
(5.8%)

（千円以下四捨五入）
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Ｑ：経緯は。
Ａ：�11月の町長ハラスメント問題の報道以降、町民にご不安を与えてしまったことや、対象者の中から
（前）町長から表彰を受けたくないと辞退を申し出られた方もあり、表彰自体を延期することとした。
対象者は14名おられるが、今後、時期を見て表彰を行いたい。

Ｑ：不適切保育対策として支出されているが、運営事業者に負担を求めることはないか。
Ａ：他の園にかかる費用も内在していることから、運営事業者に請求する予定はない。
Ｑ：本件の対応では町の指導保育士にかなりの負荷があったかと思うが、運営事業者へ補償は求めないか。
Ａ：業務の一環と考えている。

Ｑ：子育て支援事業としての目的と効果は。
Ａ：�広義として“子どもの学び”と捉え、学習機会の確保、学習習慣の定着、学習意欲の向上を目的とし
ている。新規事業として夏休みに実施したため、今すぐの成果は答えられない。

Ｑ：目的とされる英語基礎力の向上の評価は。
Ａ：モデル事業として２校実施し、今後、児童向けにアンケートを実施し測定する予定。
Ｑ：自主事業なので、他の自治体と比較しての効果を確認する。
Ａ：検証の指標設定が非常に難しい。アンケート結果で成果を図りたい。

Ｑ：7月から開始された分別収集の効果は。
Ａ：可燃ごみの減少のほか、ごみ減量への意識向上の効果もあった。

令
和
５
年
度
決
算

議員はここに注目（決算特別委員会での質疑から）

町民のみなさまからお預かりした税金が、１年間どうやって使われるのか審議する「予算」の審
議はなじみがありますが、すでに終わってしまった後の審議ってどんな意味があるの？
の声におこたえします。

→P15「議会解体新書」へGO！！

●東郷町表彰条例に基づく功労者への表彰式が見送られた

●太陽わごうこども園の不適切保育に関する第三者委員会にかかる費用負担

●中学生学習支援事業の効果

●小学校英語活動事業の効果

●プラスチック資源の分別収集の効果

・・・・そもそも、「決算」って何？

ハイ　ぎかいです 令和６年 11 月１日 3



令和６年第３回定例会　主な議案
未来が想像できるまちへ

東郷町一般会計補正予算（第4号）
南部保育園の民営化について南部保育園の民営化について

１ 概要
太陽わごうこども園の、不適切保育に関し第三者委員会からの指摘を受け、事業者選定を延

期していたが、民間移管についての指摘事項を改善することで民営化を進める。
２ 第三者委員会の指摘事項およびその改善策

⑴引継ぎのために
・開園1年前から引継ぎのための公立保育園で従事する保育士を配置する。
・開園前に三者会(保護者・事業者・町)を開催し、定期的に情報共有や引継ぎを行う。

⑵ 選定方法について
・�専門職の視点で判断するために公立保育園の園長全員が法人の運営する既存園を視察し、

選定項目に園長加点を追加。
・�選定委員に対して、応募した法人の既存園の様子がわかるようなプレゼンテーションを行う。

⑶ ガイドラインの作成について
・民営化に関するガイドライン作成済み。

⑷ 民営化に関し、園の保育者や保護者等からの意見聴取について
・�南部保育園に通園する保護者や地域の方に対し、民営化の周知をするとともに三者会等

で意見をうかがう。
・子ども・子育て会議にて説明し意見をうかがう。

３ 選定委員の人選について
東郷町保育所等設置運営事業者選考委員会設置要綱において、委員会は以下の委員６人以内

としている。
⑴有識者　⑵子ども・子育て会議委員　⑶地区代表　⑷保護者代表　⑸関係保育園園長
⑹所管部長

４ スケジュール（予定）
令和６年 ９月　補正予算計上(事業者選定にかかる)委員報酬等
令和６年10月　応募事業者、園舎建設候補地の地権者説明、
	 南部保育園入園希望者説明
令和６年11月　プロポーザル
令和６年12月　事業者決定
令和９年	 開園

可決

現在の南部保育園

ハイ　ぎかいです令和 6 年 11 月１日4
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公立保育園おむつ回収事業について公立保育園おむつ回収事業について
保育園管理事業費１１４万４千円

１ 概要
公立保育園の園児の使用済み紙おむつを、保護者の持ち帰りから保育園で

の回収とすることで、保護者の負担が軽減される。
２ スケジュール

⑴回収事業者選定・備品購入	 令和６年10月～12月
⑵決定事業者と保育園調整、保護者周知	 令和７年 １月
⑶事業開始	 令和７年 ２月頃

３ 周知方法：保育業務支援システムにより保護者に配信する。

東郷町国民健康保険条例の一部改正について
１ 改正の趣旨

国民健康保険法の一部改正により、令和６年12月２日以降、現行の被保険者証からマイナ
ンバーカードを基本とする仕組み(マイナ保険証)に移行するため、関係規定を改正するもの。

２ 施行期日
令和６年12月２日

東郷町下水道条例の一部改正について
１ 改正理由

下水道法施行令(昭和34年政令第147号)の一部改正及び下水道使用料の受益者負担の適正
化を図るため。

現在の使用料収入は、汚水処理費の約７割であることから使用料を見直し、下水道施設の
維持・更新費用の財源を確保し、より安定的な下水道事業の運営を目指す。

２ スケジュール
令和６年 ９月	 改正条例案上程
令和６年11月	 町広報紙及び町ホームページで周知
令和７年 ４月	 改正条例施行

令和６年度東郷町下水道事業会計 補正予算（第１号）
・下水道管理システムカスタマイズ委託料　300万３千円。
・東郷町下水道条例の一部改正に伴うシステム改修。

第３回定例会に提出された請願は２件
請願第３号「定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び

拡充を求める請願書」は採択
請願第４号「学校給食の無償化を求める請願書」は不採択となりました。
各議員の賛否は６・７ページをご覧ください。また、請願に対する討論は７ページ

のQRコードからアクセスしてご覧ください。

◆請願◆

可決

可決

可決
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　　  議案審議の　　　結果一覧
風…明風会　国…国民民主党　維…東郷維新の会　公…公明党 　

無□…無所属の会　翔…明翔とうごう　共…日本共産党東郷町議員団 会派 風 国 維 公 無□ 翔 共 無 無 無 無 無 無 無 無

それぞれの議案の概要およびポイント
（各議員の討論はQRコードを参照願います）議案名

○…賛成　×…反対　欠…欠席　棄…棄権
除…除斥　討…討論を有した議案と議員

審議
結果
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か

加
藤
の
ぶ
ひ
さ

髙
橋
道
則

高
木
佳
子

山
田
達
郎

水
川
　
淳

門
原
武
志

中
野
ま
さ
ひ
ろ

山
下
　
茂

熊
田
彰
夫

こ
う
田
さ
と
み

加
藤
宏
明

加
藤
啓
二

若
園
ひ
で
こ

菱
川
和
英

令和６年第３回定例会は会期８月26日～９月26日の間に開催されました。

議案第46号 教育委員会の委員の任命について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長
は
採
決
に
加
わ
ら
な
い

〇 〇 〇 前任者の任期満了に伴い、後任者を令和６年10月１日付けにて任命する

議案第47号 東郷町国民健康保険条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
討
〇�
討 〇 〇 〇 〇 × 〇 国民健康保険法の一部改正により、現行の被保険者証が令和６年12月２日以降発行されなくなることに伴い必要があるため

議案第48号 東郷町下水道条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
討
〇�
討 〇 〇 〇 〇 〇 〇 下水道法施行令の一部改正及び下水道使用料の受益者負担の適正化を図るため必要があるため

議案第49号 愛知県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
討 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 高齢者の医療の確保に関する法律の一部改正により、現行の被保険者証が令和６年12月２日以降発行されなくなることに伴い

必要があるため

議案第50号 令和６年度東郷町一般会計補正予算（第４号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ2629万４千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ164億3477
万７千円と定める

議案第51号 令和６年度東郷町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ4547万３千円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ36億3297万５千円
と定める

議案第52号 令和６年度東郷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ297万３千円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億9406万５千円と
定める

議案第53号 令和６年度東郷町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億3515万４千円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ30億5942
万８千円と定める

議案第54号 令和６年度東郷町下水道事業会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
討 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 総係費の増額に伴い、営業費用を300万３千円増額する

議案第55号 監査委員の選任について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇�
討 〇 〇 前任者の任期満了に伴い、後任者を令和６年11月15日付けにて任命する

議案第56号 工事請負契約の変更について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 諸輪小学校南校舎長寿命化改修工事の契約金額を変更するため必要があるため

議案第57号 物品の買入れについて（追認）（その１） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定に該当する物品の買入れについて、議会の議決
を経ずに令和２年２月14日に契約したため、当該契約の追認を求める

議案第58号 物品の買入れについて（追認）（その２） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定に該当する物品の買入れについて、議会の議決
を経ずに令和６年２月19日に契約したため、当該契約の追認を求める

認定第１号 令和５年度東郷町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 〇�
討 〇 〇 〇�

討 〇 〇�
討
×
討 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 決算額　歳入158億1108万７千円	 歳出150億8526万３千円

認定第２号 令和５年度東郷町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

討 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 決算額　歳入35億4719万５千円	 歳出35億172万３千円

認定第３号 令和５年度東郷町国民健康保険東郷診療所特別会計歳
入歳出決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 決算額　歳入１億2693万４千円	 歳出１億2681万２千円

認定第４号 令和５年度東郷町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

討 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 決算額　歳入６億5400万５千円	 歳出６億5053万３千円

認定第５号 令和５年度東郷町介護保険特別会計歳入歳出決算認定
について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 決算額　歳入28億9502万２千円	 歳出27億6038万５千円

認定第６号 令和５年度東郷町下水道事業会計決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 決算額　歳入７億8651万９千円	 歳出７億7845万７千円

請願第３号 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担
制度の堅持及び拡充を求める請願書 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める請願

請願第４号 学校給食の無償化を求める請願書 不採択 ×
討 〇 ×

討 × × ×
討
〇�
討
〇�
討 × × ×

討 × × × 学校給食の無償化を求める請願

陳情第９号 政党機関紙の庁舎内勧誘における実態調査を求める陳情書※ 不採択 × × 〇 × × × × × × 〇 × × × × 政党機関紙の庁舎内勧誘における実態調査を求める陳情

意見書案
第２号

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担
制度の堅持及び拡充を求める意見書 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書

※陳情第９号　政党機関紙の庁舎内勧誘における実態調査を求める陳情書は令和６年第２回定例会で継続審査となっていたが、令和６年第３回定例会で審議された。
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　　  議案審議の　　　結果一覧
風…明風会　国…国民民主党　維…東郷維新の会　公…公明党 　

無□…無所属の会　翔…明翔とうごう　共…日本共産党東郷町議員団 会派 風 国 維 公 無□ 翔 共 無 無 無 無 無 無 無 無

それぞれの議案の概要およびポイント
（各議員の討論はQRコードを参照願います）議案名

○…賛成　×…反対　欠…欠席　棄…棄権
除…除斥　討…討論を有した議案と議員
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令和６年第３回定例会は会期８月26日～９月26日の間に開催されました。

議案第46号 教育委員会の委員の任命について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長
は
採
決
に
加
わ
ら
な
い

〇 〇 〇 前任者の任期満了に伴い、後任者を令和６年10月１日付けにて任命する

議案第47号 東郷町国民健康保険条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
討
〇�
討 〇 〇 〇 〇 × 〇 国民健康保険法の一部改正により、現行の被保険者証が令和６年12月２日以降発行されなくなることに伴い必要があるため

議案第48号 東郷町下水道条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
討
〇�
討 〇 〇 〇 〇 〇 〇 下水道法施行令の一部改正及び下水道使用料の受益者負担の適正化を図るため必要があるため

議案第49号 愛知県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
討 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 高齢者の医療の確保に関する法律の一部改正により、現行の被保険者証が令和６年12月２日以降発行されなくなることに伴い

必要があるため

議案第50号 令和６年度東郷町一般会計補正予算（第４号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ2629万４千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ164億3477
万７千円と定める

議案第51号 令和６年度東郷町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ4547万３千円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ36億3297万５千円
と定める

議案第52号 令和６年度東郷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ297万３千円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億9406万５千円と
定める

議案第53号 令和６年度東郷町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億3515万４千円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ30億5942
万８千円と定める

議案第54号 令和６年度東郷町下水道事業会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
討 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 総係費の増額に伴い、営業費用を300万３千円増額する

議案第55号 監査委員の選任について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇�
討 〇 〇 前任者の任期満了に伴い、後任者を令和６年11月15日付けにて任命する

議案第56号 工事請負契約の変更について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 諸輪小学校南校舎長寿命化改修工事の契約金額を変更するため必要があるため

議案第57号 物品の買入れについて（追認）（その１） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定に該当する物品の買入れについて、議会の議決
を経ずに令和２年２月14日に契約したため、当該契約の追認を求める

議案第58号 物品の買入れについて（追認）（その２） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定に該当する物品の買入れについて、議会の議決
を経ずに令和６年２月19日に契約したため、当該契約の追認を求める

認定第１号 令和５年度東郷町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 〇�
討 〇 〇 〇�

討 〇 〇�
討
×
討 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 決算額　歳入158億1108万７千円	 歳出150億8526万３千円

認定第２号 令和５年度東郷町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

討 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 決算額　歳入35億4719万５千円	 歳出35億172万３千円

認定第３号 令和５年度東郷町国民健康保険東郷診療所特別会計歳
入歳出決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 決算額　歳入１億2693万４千円	 歳出１億2681万２千円

認定第４号 令和５年度東郷町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

討 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 決算額　歳入６億5400万５千円	 歳出６億5053万３千円

認定第５号 令和５年度東郷町介護保険特別会計歳入歳出決算認定
について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 決算額　歳入28億9502万２千円	 歳出27億6038万５千円

認定第６号 令和５年度東郷町下水道事業会計決算認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 決算額　歳入７億8651万９千円	 歳出７億7845万７千円

請願第３号 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担
制度の堅持及び拡充を求める請願書 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める請願

請願第４号 学校給食の無償化を求める請願書 不採択 ×
討 〇 ×

討 × × ×
討
〇�
討
〇�
討 × × ×

討 × × × 学校給食の無償化を求める請願

陳情第９号 政党機関紙の庁舎内勧誘における実態調査を求める陳情書※ 不採択 × × 〇 × × × × × × 〇 × × × × 政党機関紙の庁舎内勧誘における実態調査を求める陳情

意見書案
第２号

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担
制度の堅持及び拡充を求める意見書 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書
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町民のみなさまに代わって町政を問う

一般質問

【問】平日と休日のギャップをどうするか。
【担当部長】生徒に混乱が生じないよう、指導者
間の指導方針や生徒に関する情報の共有など、
緊密な連携を図っていく必要がある。
【問】保護者のご理解は大変重要だがいかがか。
【担当部長】リーフレット配布やアンケートを実
施し、結果を踏まえ経過報告と今後の方向性を
お知らせしている。
【問】本町で盛んな種目を町の個性として新たに
育めるチャンスだがいかがか。
【担当部長】具体的な取組は、今後の地域移行検
討委員会で協議検討していく。

【問】ボート競技は本町の貴重なリソースと訴え
続けてきた。見解に相違はないか。
【担当部長】ボート競技は特色のあるスポーツ。
貴重な資源と考えている。
【問】スポーツツーリズム（競技の観光化）とし
ての普及振興の考えは。
【町長】本町への効果など研究する必要がある。

第３回定例会では10人の
議員が質問に立ちました。

町のボート競技の位置づけ

Ｑ：部活地域移行は町の個性を活かす機会
Ａ：具体的には検討委員会で協議検討する
� 水川　淳議員

第30回記念の町民レガッタ

ハイ　ぎかいです令和 6 年 11 月１日8
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書かない窓口の導入について

多文化共生の取組を！
誰もが住みよいまちづくりをめざして
� 高木　佳子議員

【問】避難行動要支援者の個別避難計画の策定は。
【担当部長】令和７年度中の策定に向け進めたい。
【問】「耐震改修補助金」を上限100万円にプラス
し独自に増額補助している県内市町村数は。
【担当部長】54市町村中23の団体が独自に上乗
せして100万円以上の補助を行っている。
【問】「安価な耐震改修工法」の普及と耐震改修補
助金の増額で耐震改修を飛躍的に進めては。
【担当部長】補助金の増額は考えていない。

【問】不登校の児童生徒は急速に増加し、小学校
62人、中学校109人。小中学校の児童生徒数
に占める割合は約4.2％。中学校では約7.8％で

１クラスに３人ほどと全国平均よりもかなり多
い。「校内教育支援センター(いわゆる校内フ
リースクール)の設置等、今後の対応策は。
【担当部長】今まで学校ごとに自分に合ったペー
スで学習・生活できる環境を確保してきたが、
教育委員会が設置する「校内教育支援センター」
の開設に向けて検討を進めている。

【問】外国人の相談や生活に必要な情報提供、生
活講座的な取組は。
【担当部長】ごみの出し方の情報誌を多言語対応
サービス「カタログポケット」に掲載、広報と
うごうの「外国語情報コーナー」に、特に提供
したい情報を掲載している。
【問】本町における外国人との共生への課題は。
【担当部長】互いの文化を正しく理解し、尊重し
合える関係づくりが課題と考える。
【問】外国人と地域が共生していくうえでの新た
な取組の考えをうかがう。
【担当部長】本町在住の外国人のニーズをしっか
り把握することや、共生について地域住民の理
解度などを把握する取組が重要と考える。

【問】導入を検討されたことはあるか。
【担当部長】以前より、「書かない窓口」だけでな
く「行かない窓口」「待たせない窓口」といった
視点を持って、窓口サービスの改革に取り組ん
できた。

大地震に備え、避難するために助けが必要な方々の
「個別避難計画」の早急な策定が必要
� 中野　まさひろ議員

多文化子育てサロンで遊ぶ子ども達

令和６年２月１日 石川県珠洲市宝立町
（㈲工作舎中村建築 大工 中村武司氏撮影）

不登校対策
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【問】上鏡田公園グラウンドで出来る競技はサッ
カー、野球、バスケットボール、また高齢者に
はグラウンドゴルフ、ゲートボールなどと考え
ればよいか。
【担当部長】その通り。
【問】公園内に倉庫はあるか。あるとすれば目的
は何か。また一般の来園者が使用することは可
能か。
【担当部長】公園内に倉庫は設置していない。
【問】野球などを行う際にバットの使用は制限し
ているか。また、公園内に使用禁止等の物はあ
るか。（球技関連のスパイクシューズ等危険な物）
【担当部長】状況を見て地区の方とも相談して考
えていく。

【問】グラウンドゴルフなどで広い場所を利用す
る場合、公園の一部を予約できるか。また、申
し込み方法はどのようか。
【担当部長】予約制度はないが、地区のイベント
等で利用する際は他の利用者に影響がないよう
であれば申請書の提出で許可する。

Q：新しくなった保育士配置基準での運営を
A：町立園では来年度からできるようにする
� 門原　武志議員

【問】３歳児で保育士１人あたり子ども20人か
ら15人になど、保育士配置基準が変わったが、
国は当分の間、変更前の配置基準での運営を認
めている。新しくなった配置基準で町内の保育
園を運営する見通しは。
【担当部長】町立保育園は、来年度に新基準で運
営できるよう進めている。私立園でも新基準で
運営するよう働きかけたい。

【問】県立東郷高校も避難所に指定してはどうか。
【担当部長】県立高校を避難所にするよう県から
依頼された。東郷高校と協議を進めている。
【問】町外でも近くの場所を避難所にしては。
【担当部長】関係する自治体の理解と協力が必

要。災害時に命を守る行動が取れるよう町外の
避難所の指定は研究したい。

【問】ごみ出しが困難な人への支援を。
【担当部長】担い手、費用、持続性から研究する。

８月20日上鏡田公園開園

� 熊田　彰夫議員

ごみ出し支援を

東郷高校も避難所に

ごみ集積所（押草団地）

上鏡田公園

ハイ　ぎかいです令和 6 年 11 月１日10
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母親に寄り添った産後ケアの拡充を求む！
温もりある木製ベンチで語らう町民の姿
� 石原　えりか議員

【問】本町で実施していない宿泊型やデイサービ
ス型の産後ケアを実施するため課題は。
【担当部長】受入れ先の調整などが課題。
【問】今後の産後ケア拡充についての考えは。
【担当部長】産後ケア事業は産後の母親の身体
的、精神的なケアや新生児の育児指導、育児相
談のための大切な事業だと捉えている。今後は
産後ケア事業も含め妊産婦の方が、東郷町で安
心して産み、育てられるような仕組みを構築し
ていきたいと考えている。

【問】森林環境譲与税の活用に対する考えは。
【担当部長】町内施設等の各所に子どもから高齢

者までが気軽に利用できる木製ベンチの設置な
どを検討している。
【問】木製ベンチに座って町民が語り合う、東郷
町らしい素敵な光景ではないか。
【町長】素敵な光景だと思う。木材の活用、循環
といった森林環境譲与税の目的に沿った形で町
民の皆様のた
めに税を活用
していきたい。

【問】紙おむつ回収に際し子どもの体調把握の排
便状態や家庭でのトイレトレーニングに繋がる
排便・排尿間隔や声がけのタイミング等の情報
を保護者と共有する仕組みは。
【担当部長】保育業務支援システムにより情報共
有を図る。いつもと状態が異なる場合は確認し
ていただく。トイレトレーニングに役立てる情
報は保育士に個別で確認いただき共有。
【問】回収を希望しない保護者への対応は。
【担当部長】保護者の希望に柔軟に対応したい。
【問】おむつのサブスク提供は検討しているか。
【担当部長】先進地の状況や保護者のニーズを把
握し研究していきたい。
【問】乳幼児健診の所要時間短縮は可能か。

【担当部長】必要な検査項目を実施した上で集団
指導の内容や受付け時間、スタッフの人数など
を見直し改善に努めたい。
【問】学校給食の実食の時間を長く取る工夫は。
【担当部長】可能な時は学級運営支援員や校長、
教頭が配膳を手伝い、４月の新１年生の配膳
は６年生が準備を一緒に行うなど工夫している。

保育園紙おむつ回収・乳幼児健診の時間短縮・
学校給食の実食時間確保等の現状と課題
� こう田　さとみ議員

公園のベンチに温もりを

配膳準備を速やかに

森林環境譲与税の活用

ハイ　ぎかいです 令和６年 11 月１日 11
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本町の不(無)登校児童生徒の現状と
対応について問う
� 山下　茂議員

【問】不(無)登校に至った背景や理由について
の認識はどうか。
【担当部長】本人の無気力、不安や家庭における
親子の関わり、学校における友人関係をめぐる
問題などと考える。
【問】学校以外で通える(過ごせる)場所はどの
ようなものがあるか。
【担当部長】学校への復帰や子どもたちの社会的
な自立を促すよう、生活面、学習面での支援を
行う「ハートフル東郷」がある。
【問】不(無)登校児童生徒に学校及び教育委員
会はどのような関わりや支援を行っているか。
【担当部長】担任から定期的に連絡し、児童生徒
の状況を確認するようにしている。連絡がつか

ない場合はスクールソーシャルワーカーが連絡・
訪問し、状況を把握している。
【問】フリースクール、オルタナティブスクール
との協力・連携は。
【担当部長】個々の児童生徒への相談が適切で、
個別指導等の支援を実施していると評価できる
時は、出席扱いとする対応も行っている。

【問】ハラスメントを受けた職員の救済方策は。
【担当部長】町の対策組織において取り組む。
【問】手厚い保護・ケアを進めてほしい。
【町長】いち早く対処して、体制づくりに努める。
【問】被害者救済の費用は。
【担当部長】適切な対処をしていく。

【問】プラスチック系資源回収により可燃ごみが
減ったが、小の可燃ごみ袋が買いにくい。
【担当部長】在庫を確認しながら対応したい。

【問】トッピィの色を変更しないか。
【担当部長】今の姿で行きたい。

【問】会の発展を町としてどう取り組んでいくか。
【担当部長】他の団体と同様に支援していく。
【問】高齢化も進んでい
る。町長の考えは。
【町長】東郷音頭は町の
象徴。後世に残したい。

役場内におけるハラスメント被害者の救済

� 髙橋　道則議員

ごみ袋が購入できない

トッピィについて

東郷音頭保存会の未来展望

ごみ収集作業

不登校の主な原因

ハイ　ぎかいです令和 6 年 11 月１日12
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戸別回収、
集積所回収、
分別

飽和状態遊び場、
昼食

自治会から町へ
要請しても早急な
対応がない

児童生徒の児童生徒の
夏休み夏休み

放課後放課後
子ども教室子ども教室ごみ出しごみ出し 草刈り草刈り

主な要望

自治会員の加入率や役員のなり手不足につい
てDX化を推進して解決してほしい。特に気になった要望！

その他多くの要望事項がその他多くの要望事項が
ありましたありました

涼松せせらぎの道駐車場、公共施設のクーリングシェ
ルター利用、交通安全週間の当番を自治会に依頼す
ることは負担となる、学校体育館のエアコン、etc。

【問】特産品開発へ税金で補助金を出しているが
売り場も無く形だけにしか見えない。
【担当部長】様々な機会でPR、販売に取り組ん
でいく。
【問】素晴らしい副町長が誕生した。近隣市で騒
ぎになったが住所を東郷町へ移すのかうかがう。
【担当部長】副町長に住所要件はなく適切な人材
として議会の同意を得た。

【問】前回の町議選前は公園建設に反対してきた
議員が賛成し、私一人が反対し続けてきた。近
隣市はコロナ禍対策で水道料金等を無料にする
など住民第一だったが東郷は公園第一だった。

何故そのようになったかうかがう。
【担当部長】当時の町長からの指示。
【問】プレミアム商品券事業は換金率など大盛況
で町民も喜んでいるとの答弁があったが、本年
度はいつするのかとの問い合わせがある。本年
度の予定は。
【担当部長】本年度は行わない。

上鏡田公園を最後まで反対

� 山田　達郎議員

公園ばかり作って未だに納得がいかない！

最後の一人まで反対した
上鏡田公園

令和６年７月12日令和６年７月12日
区長・自治会長との懇談会を開催しました区長・自治会長との懇談会を開催しました

ハイ　ぎかいです 令和６年 11 月１日 13
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議会報告会を開催しました令和６年
８月10日

～ 報告内容 ～
・令和６年度予算（令和６年第１回定例会）
・令和６年度補正予算（令和６年第２回定例会）
・井俣前町長による職員へのハラスメント事案
　　ハラスメント事案検証特別委員会
　　ハラスメント条例制定に向けて始動

議会報告会の模様は
こちらからご覧いただけます

◆議場での来場者からの主な質問、及び意見
Q：今後のコロナ対策はどうなるの

A：�65歳以上の高齢者、60〜64歳で特定の疾患
をお持ちの方は自己負担2500円でワクチン
接種できる

Q：町長の辞任による政策の遅れはあったか
A：�前町長が考えていた政策の遅れはあったが、絶
対にしなければならない政策に遅れはなかった。

Q：給食費無償化はどうなった
A：�中学３年生を対象とした無償化はゼロベース
で検討し直すという説明があった。国が無償
化に前向きであり動向を見ていくという理由。

Q：ハラスメントについて、議会の責任は
A：�もし不信任決議が可決されていれば町長が議会
を解散したかもしれないが、否決された。（議長）
・�議会は糾弾の場ではなく事実調査のため

の場ではないのか。
・�ハラスメントを正す場において、議員が

ハラスメント的発言をしていた。
・�町長のハラスメントを解明することになっ

ていなかったのでは。
・�ハラスメントは某議員が発言、その議員

も辞職すべき。
・�11月９日以前に告発を行なっていた議員

はいなかったのか。
・�11月13日に報道があり16日に不信任案

がマスコミの報道を受け提出され、否決
された。辞職のインタビュー報道はマス
コミの都合のいいように編集、報道された。

・�某議員に対するハラスメントがあった、
議会は解散すべきであった。

�・�大事なことは、具体的に今後何をするかで
はないか。

◆議員を半数に分け分科会へ（より意見を出しやすくするため）
＊�第一委員会室（門原、石原、加藤のぶひさ、髙橋、
高木、水川、菱川）
　主にハラスメントに関する質疑であった。
Q：�議員は町長のハラスメントに気づかなかったのか。

気づいていたとすれば６年間何をしていたのか。
A：�気づかなかった。職員から相談されない議員は無能
だと言われれば返す言葉もないが、職員の立場を考
えると、町長とどう繋がっているかわからない議員
に相談できないのではないかと思う。

Q：�町長が交代するだけではなく議会も反省しなければ
ハラスメント条例や仕組みを作っても魂が入らない
だろう。

	� 東郷町役場には労働組合がないということだが、働
きやすい職場のためには職員同士の繋がりが大切だ
と思う。

　A：貴重なご意見としてお聞きする。

＊�第二委員会室
　（熊田、中野、山下、山田、加藤宏明、加藤啓二、若園）
　主に巡回バスに関する質疑であった。

�・�東郷町地域公共交通会議は専門家ばかりである。
各地域から３名区長が出席しているが任期は１年
だけであり専門的な知識はない。メンバーをもっ
と選ぶべきではないか。

・�バスが少なく、大変不便になった。
・�諸輪では皆困っている。子どもたちの迎え等に

困惑している。
・�諸輪を切り捨てるのではなく知って欲しい。
・�東郷町は今後、買い物と通院を主にするべき。

・�今後はライドシェアを。
・�名鉄とも組んで利用していきたい。
・�バスは購入ではなく委託にするべきでは。

６人の来場者から活発な発言があり、我々議員にもご参加いただきました皆様にも、意味のある機会だったと感じ
ます。今後の議会運営に役立てます。ご参加ありがとうございました。

意　
　
見

主
な
質
問
と
意
見

主
な
回
答

ハイ　ぎかいです令和 6 年 11 月１日14
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結構ある「決算不認定」
１県56市町村74件
（東郷町1件含む）

（平成30年度～令和3年度）

『決算』ってなに？

決算不認定になると

東郷町でもあった「決算不認定」（令和2年第3回定例会）
令和元年度一般会計歳入歳出決算

家計における収入と支出のことを、地方自治体では「歳入」と「歳出」と言います。一年間でどれだけの歳入と
歳出があったかを内訳とともに明らかにすることを決算と言い、予算を執行した結果、どのような成果を挙げたか
を示す成果報告書でもあります。
議会は、議決した予算が適正に執行されたか、目的に合った効果を上げられたかを審査し、次年度以降の予算

編成や行政執行に生かされるよう促します。

決算が議会に認定（承認）されなかった場合でも、すでに執行した収支に
ついては有効であり、決算の効力に影響を及ぼすことはありません。しかし、
当該議決を踏まえて必要と認める措置を講じたときは、速やかにその内容
を議会に報告するとともに、公表しなければなりません。

◆令和元年度一般会計決算の不認定理由
１ �初日議決、最終日議決等議会に対し検証の機会を与えない。
「無理はなかったか」疑問。
２ �高齢者タクシー事業は利用率向上要因が不明。重要事業未執
行が目立つ。

３ �町長本位の施策に走りすぎて、行政機能・議会を振り回している。
４ �中長期的な財政運営を無視し「借金」が135億円に膨れ上がった。
５ �事業の結果やコスパに説明不十分。井俣町政の暴走の１年。
６ �計画性のない行政から補正予算が９回。町税収納未済も多い。

◆決算に対する反対討論の概要と町長の措置の概要
① �町民会館の絞緞帳の撤去工事を議会に説明なく執行したことについて 　
◇�町民の皆さんの安全に関わり、速やかに対応する必要がある場合は、
機を逃さずその概要を議会に報告します。

② �高齢者タクシー料金助成事業の効果検証が不十分であったことについて
◇�利用者の皆さんにタクシー助成券（タクシーチケット）の利用状況
を確認します。

③ �米を新たな特産品として開発することについて 　
◇�ローゼル関係を含む特産品の開発および販売促進の今後の支援につ
いて商工会と改めて協議し、現在の支援方法による取組を継続する
ことを再確認しました。

④ 人事異動について
◇�次の２点について、試行的に実施します。
１ �管理職の異動内示を早め、後任者も３月の予算特別委員会に出席
２ �決算までを一区切りとして、10月１日異動を導入

（地方自治法第233条）

  決算 不認定！
令和元年度 一般会計令和２年第３回定例会（9 月議会）において、令和元年度の   決算が審議されました。賛成少数（賛成 7 反対 8） により、

東郷町議会における初の不認定となりました。　

決算認定に賛成！

小
中
学
校
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別
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の
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ン
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、
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・
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機
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材
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東
郷
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材
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活
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大
、
高
齢
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が
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一
か
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。

　決算不認定により、直接的な影響が生じることはありませんが、

地方自治法第２３３条第７項には「当該議決を踏まえて必要と認め

る措置を講じたときは、速やかに、当該措置の内容を議会に報告

するとともに、これを公表しなければならない」とあります。

　決算不認定を受け、町長は閉会挨拶で「地方自治法にのっとり

適切に対処する」と述べました。

新
型
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ロ
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る
学
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、
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館
の
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み
並
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運
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、
自
主
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室
を
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る
な
ど
、
緊
急

事
態
に
も
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に
行
政
運
営

さ
れ
た
。
特
別
教
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
は
３
密
を
避
け

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
国

保
税
の
増
税
は
残
念
。

（
中
野
ま
さ
ひ
ろ
議
員
）

（
門
原
武
志
議
員
）

決算不認定の後、どうなる？

現町長が初めて予算を編成

3 令和２年 11 月 1 日　 とうごう議会だより

  決算 不認定！ 令和元年度東郷町の決算資料
（東郷町ホームページ内）▼

令和２年第３回定例会（9 月議会）において、令和元年度の   決算が審議されました。賛成少数（賛成 7 反対 8） により、

東郷町議会における初の不認定となりました。　

決算認定に反対！
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※写真は令和元年度東郷町一般会計の不認定を伝える「議会だより」2020年11月１日号の紙面
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「ハイぎかいです」
音訳版もあります。
ご利用ください。

令和６年第４回定例会日程
11月15日（金）　請願・陳情受付期限（午後３時）
	 29日（金）　本会議（開会）
12月 ６日（金）　本会議（一般質問）
	 ９日（月）　本会議（一般質問）
	 10日（火）　本会議（一般質問・議案質疑）
	 12日（木）　総務経済委員会
	 13日（金）　文教民生委員会
	 16日（月）　予算委員会
	 23日（月）　本会議（閉会）

本会議は10時開始、委員会は９時開始です。ぜひ、傍聴にお越し
ください。本会議場の傍聴席は固定席32、車いす席４です。
また、本会議の傍聴を希望される方で手話通訳の利用を希望され
る方は会議開催日の15日前までに事務局へお問い合わせください。

※この日程は、本誌発行時点での予定であり、開催までに変更する場合が
あります。
　より最新の情報は、議会ウェブページもご参照ください。

表紙の写真
今回の町民レガッタは記念すべき第30回大会
でした。いろいろな出店が何軒も設営され、食
べ物、飲み物には困らず、参加者からかなり好
評だったようです。
また、名古屋グランパスのマスコットも参加し、
人気の的となっていました。
町長も漕いだ役場クルーも力強いレース展開を
見せ、主催者メンバーの面目を保ちました。参
加者は、全員役場職員の選抜メンバーです。
朝は一時雨も降りましたが、その後の天気はま
ずまず。蒸し暑かったにもかかわらず、たくさん
の町民、選手、応援団などにご参加いただきました。

本文中にもいくつかあるQRコードを使って、議場での討論の
要約なども見ていただくこともできますので、是非一度ご覧になっ
てください。

QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です

ネットで議会
スマホなどのQRコードリーダーなどで

読み取ってご覧ください。

令和2年12月定例会より、本会議最終日の模様も動画配信されています。
議会ウェブページ 録画映像配信

編集後記
石橋直季町長が就任してから２回目

の定例会が終わりました。前回の定例会
の一般質問は、石橋町長の所信を問う内
容が多かったのに対し、今回は前町長に
聞いたテーマを新町長に改めて問うも
のや、各議員が一貫して取り上げてきた
テーマもあり、議員の個性が表れたよう
に思いますがいかがでしょうか。

一般質問の記事は、限られた紙面で、
特に知らせたいと考えた内容について
質問した議員が執筆しています。詳しい
やりとりや、他の項目は、記事中のコード
から動画が視聴できます。ぜひともご覧
ください。

（広報広聴委員長　門原武志）

広報広聴委員会
委 員 長	 門　原　武　志
副委員長	 熊　田　彰　夫
	 石　原　えりか
	 加　藤　のぶひさ
	 高　木　佳　子
	 中　野　まさひろ
	 加　藤　宏　明
	 水　川　　淳

1995年８月20日に開催された第１回東郷町民レガッタの写真
（広報とうごう1995年10月１号より）

「ご当地意見交換会」のお知らせ
11月に、ご当地意見交換会を開催いたします。お住まいの地域
にかかわらず、どの会場でもご参加いただけます。時間は１時
間半程度です。

11月16日（土）16：30～
和合公民館（住所：和合字前田26）

11月18日（月）18：30～

諸輪公民館（住所：諸輪中市135-73）

11月26日（火）19：00～
部田コミュニティセンター（住所：春木西前6070-4）

11月19日（火）18：30～
押草南コミュニティセンター（住所：白鳥四丁目地内）

※感染症の状況で中止する場合があります。

ハイぎかいですは再生紙を使用しています。ハイぎかいですは再生紙を使用しています。


